
「2023 治山・林道のつどい」
～治山・森林整備関連予算の確保に向けた決議採択～

令和5年11月22日（水）於 海運クラブ２階ホール

頻発する山地災害や森林・林道被害を受け、地域の社会基盤である森林・山村を
守るため、治山事業及び森林整備事業による「緑の国土強靭化」、林道等路網整備
の強力な推進、「2050年カーボンニュートラル」を見据えた森林吸収源対策の着実な推
進、花粉症対策の加速化等に向けた林野公共事業予算の確保・拡充を実現するため、
関係者一丸となった活動・要請を行う。

○（一社）全国森林土木建設業協会（共催）〇（一社）日本林業土木連合協会（共催）
○（一社）日本林業協会 ○全国森林組合連合会 ○（一社）日本林業経営者協会
○（一社）日本治山治水協会 〇日本林道協会 〇日本造林協会
○全国水源林造林協議会連合会 ○全国国有林造林生産業連絡協議会
○全国素材生産協同組合連合会 ○各都道府県森林整備・林道・治山関係者等

２ 日 時 令和５年１１月２２日（水） 13時30分～14時30分

３ 場 所 海運クラブ ２階ホール

４ 出 席 者_ 山口俊一会長はじめ、国会議員 １００名（代理出席含む）

５ 参加団体

総勢約 ４００名
６ 現 場
からの声

７ 決 議 ○（一社）北海道治山林道協会
竹中 喜之 会長（むかわ町長、全国治山林道協会長会議）

８ 概 要：
山口会長の挨拶の後、舞立農林水産大臣政務官の祝辞、中谷自民党林政対策委

員長からの激励の言葉。高尾全森建副会長、新谷林土連会長から、各地域におけ
る激甚な災害への対応や森林整備・治山対策による国土強靭化対策、2050年カー
ボンニュートラルも見据えた資源の循環利用、花粉症対策に向けた林野公共事業
の必要性を訴える要望陳述があった。
続けて、現場の第一線で御尽力されている鹿児島県森林土木協会 小牧会長、

（一社）北海道治山林道協会 竹中会長から、現場からの切実な声をいただいた。
竹中会長から、全国治山林道協会長会議としての決議文が読み上げられた後、

採択され、盛会のうちに終了。

１ 開催主旨

○全国治山林道協会長会議（主催）

○鹿児島県森林土木協会
小牧 隆 会長（九州林業土木協会理事）

○（一社）北海道治山林道協会
竹中 喜之 会長（むかわ町長、全国治山林道協会長会議）
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「治山・林道のつどい」の様子

○舞立大臣政務官激励の言葉
➢自然災害の激甚化・頻発化が加速するなか、森
林整備・治山対策による「緑の国土強靱化」の推
進が必要。また、災害に強い林道の開設、森林吸
収源対策、花粉症対策の着実な実施などに向け、
必要な予算の確保に全力で取り組んでまいりたい。

○山口会長挨拶
➢災害が激甚化し、まだまだ対策すべき箇所がある
中、国民の安全・安心を守り、あわせて花粉症対策を
進めるためには、予算確保が必要。力をあわせて一
致団結し、森林整備事業、治山事業の予算を確保し
ていきましょう。

○駆けつけていただいた多くの先生方

会場全体

議員、団体で埋
め尽くされてい
る風な写真

○現場から駆けつけた関係団体の方々

○中谷林政対策委員長挨拶
➢山を治めなければ国は治められない。今年も各地
で災害が発生したが、私の地元でも人手が足りなく
なってきている状況。賃上げ、労働環境改善のために
も予算確保が必要。皆様と力をあわせて一致団結し、
予算を確保に向けて頑張りましょう。



団体挨拶／現場からの声

◆ 鹿児島県森林土木協会 小牧隆会長 【（一社）全国森林土木建設業協会】、【（一社）日本林業土木連合協会】

◆ （一社）北海道治山林道協会 竹中喜之会長（むかわ町長） 【全国治山林道協会長会議】

〇九州では台風や線状降水帯により甚大な被害
が発生。地域の経済活動再開に向けて、全力で
復旧に取り組み、あわせて、国産材の安定供給
への貢献に努めてきた。
〇しかしながら、資材価格高騰や人手不足など
現場の状況は厳しく、林業経営体の減少や森林
土木からの撤退が著しい。大変厳しい施工環境
の森林土木を支えるため、予算の確保とともに、
資材高騰を反映した積算や働き方改革を進める
ための適正な労務単価の設定にも取り組んでい
ただきたい。

〇今年は胆振東部地震から５年の節目。前例
のない山腹崩壊や林道被害からの復旧に取り
組んできた。町の８割を占める森林は林業・
木材産業の基盤として重要な役割を果たして
おり、今後も治山対策・森林整備対策が必要。
〇林道と林業専用道を組み合わせた路網整備
や津波に強い保安林整備にも取り組んでいき
たい。また、気候変動による豪雨被害が増大
する中、流域治水と連携した治山・森林整備
に必要な予算を確保していただきたい。

○高尾全国森林土木建設業協会副会長
➢ 「緑の国土強靱化」のために、災害に強い森林

づくりを強力に進める必要。地域経済を下支えで
きるよう林業の持続的発展に貢献するとともに、
地域の雇用の受け皿としての役割を担っていきた
い。

○新谷日本林業土木連合協会長
➢被災地の早期復旧はもちろん、災害の未然防
止のため、国土強靱化対策や、主伐・間伐・再造
林に必要な基幹林道の開設・改良に鋭意取り組
んでいく。必要な予算の充実・確保に向け、関係
者一同決意を新たにしたい。



決議文

「2023治山・林道のつどい」
林野公共事業予算の拡充に関する決議

・全国治山林道協会長会議
・（一社）全国森林土木建設業協会
・（一社）日本林業土木連合協会
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